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DIGITABLE2015 デジタルフォト基礎講座　第 3 回
高木大輔講師

「トーンカーブの調整②調整の実際」　

シャドウ、ハイライトのトーンの調整や、コントラス
トの調整、色かぶりの調整など、階調補正の代表的な
作例を詳しく紹介した。

■トーンカーブを使って画像の調整を行うことは、カー
ブの曲線を変えるだけの簡単な操作だ。しかしカーブ
の傾斜や向きによって調整の結果は大きく異なる。
モノクロとカラーの同じ画像を並べて、トーンカーブ
の効果がどのようにあらわれるか比較した。
コンポジットチャンネルでの調整は全体的な明るさや
コントラストを調整するのに簡単で便利だ。
■シャドウやハイライト、色かぶりなどの調整はコン
ポジットチャンネルだけでは調整しきれない。大幅な
調整が必要な場合には各色チャンネルにも調整を加え
て、黒くつぶれかけたシャドウや白とびしそうなハイ
ライト部分の色を再現することができる。
■ PhotoshopCC の新機能である CameraRAW フィル
ターを使った調整と比較した。
このフィルターは CameraRAW で RAW データを現像
する感覚で JPEG 等を補正できる。トーンカーブと組
み合わせることで効率良く思い通りの調整が行えるだ
ろう。
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Nikon D700 ＋アクティブ D ライティング

ライトニングトーク：食品の色変更で笑いをとるKN会員

動画をつかって解説する高木大輔講師

takagi TK-PRESS
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“DIGITABLE2015”　デジタルフォト基礎講座　第 3回
トーンカーブの調整②調整の実際 　　　解説：髙木　大輔（APA会員）

▲

1. トーンカーブの基本操作（コンポジットチャンネルで）
トーンカーブの機能は元画像と補正後を比較しながら濃
度カーブの曲線を調整するだけの単純なものだ。
だが、濃度を調整するということは、色調、彩度、コン
トラスト、階調といった、画像のほぼ全ての要素をコン
トロールすることになる。そのため、[ 明るさ・コントラ
スト ]や [カラーバランス ]などは他の機能でも補えるし、
また他の機能との併用が前提だったりするが、トーンカー
ブはこの一つでほぼすべての調整が完結出来ると同時に、
また他の機能で補うことが出来ない。

基本的な調整
①図 58 のように中心部分を持ち上げると、画像全体が明
るくなる。この際、カーブの傾斜は中間まできつくなり、
中間を過ぎると緩やかになる。そのため、明るい部分は
彩度が低くなり、暗い部分は彩度が高くなる。結果的に、
全体では明るく柔らかい印象になった。

②図 59 のように中心部分を押し下げると、画像全体が暗
くなる。この際カーブの傾斜は中間まで緩やかで、中間
を過ぎるときつくなる。そのため、明るい部分は彩度が
高くなり、暗い部分は彩度が低くなる訳だ。
トーンカーブの結果、全体に暗く硬い印象になった。

③図 60 のように中間よりも下の部分を押し下げて、中間
よりも上の明るい部分を持ち上げると、中間部の傾斜が
きつくなるので、全体の彩度が上がりコントラストが高
くなる。また、シャドウとハイライトの傾斜が緩やかに
なるので、多くの場合シャドウとハイライトが柔らかく
見え、階調性がよく見える。このカーブはその見た目か
ら「S字カーブ」と呼ばれる。
S字カーブは彩度が低く、眠たい画像や、柔らかすぎる
画像を補正する際に使うのが効果的だ。
シャドウとハイライトを犠牲にせず、高コントラス
トに見せることが出来る。

④図 61 のように、逆に中間よりも下の部分を持ち上げ
て、中間よりも上の明るい部分を押し下げると、緩やか
になるので、全体の彩度が下がりコントラストが低くな
る。このカーブはその見た目から「逆 S字カーブ」と呼
ばれる。逆 S字カーブは彩度が高く、硬い感じの画像や、
コントラストが高すぎるすぎる画像を補正する際に使う
のが効果的だ。
カラー画像の場合は再度が下がりすぎるので多くの場合
各色チャンネルでの補正が必要になるが、モノクロ画像
の場合はそのままでもイケる感じだ。

▲

はじめに
トーンカーブはその組み合わせで画像の濃度や階調、色相や彩度のほぼ全てをコントロールできる非
常に優れたツールだ。また単純な操作ながらかつ非常に奥が深く、画像調整の仕組みを理解するにも
好適といえよう。まずトーンカーブの基本操作を確認した上で、シャドウ、ハイライトのトーンの調
整や、コントラストの調整、色かぶりの調整など、階調補正の代表的な作例を詳しく見ていこう。
今回は筆者スケジュールの都合で、昨年テキストを丸々ベースに、最近述べてきた平均化（イコライズ）や
PhotoshopCC の新機能である CameraRAWフィルターと効果を比較したものになったがお許し願いたい。

図 2015-018
調整前の画像と
トーンカーブ

図 2015-019　中
央部を持ち上げ
たトーンカーブ
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央部を押し下げた
トーンカーブ

トーンカーブでの調整

CameraRAW フ ィ
ルターでの調整



参加者全員による “ライト二ングトーク”
shirasy 会員：盛岡駅近くの川の写真を紹介
ＴＥ会員：建築写真の空の色を調整で美しく
ＮＹ会員：スタジオでの人物撮影のレポート
ＥＹ会員：回転するコマを撮影する研究
ＡＹ会員：写真家サルガドの映画を紹介
ＴＭ会員：熊野古道の写真を発表
ＳＴ会員：モノクロプリントと画像の転送についての疑
　　　　　問と講師の応答
ＩＳ会員：先日行われた横浜撮影会の写真
ＩＦ会員：額装の紹介と長時間撮影の写真
ＴＮ会員：ロシア製レンズ Induster61L/Z50mm F2.8 で
　　　　　撮影した蜂とカマキリ
ＹＫ会員：5 月のドイツ・フランス旅行の写真
ＹＭ会員：奥様をモデルにしたマタニティフォト
ＫＷ会員：飯田橋散歩を写真で紹介
ＫＮ会員：ピンクカレーを色調整して面白くする
ＳＳ会員：撮りためたファッション写真の近作

Photoshop 研究講座　平野正志講師
「色調補正の「白黒」を検証する」

Photoshop のレイヤー調整でカラー画像をモノクロ画
像に変換する効果を検証した。
プリセットが 10 種類ほどあり、イエローフィルターや
グリーンフィルターなどが用意されていて、簡単に明暗
を調整することができる。
またレッド系、イエロー系など 6 色のスライダを動かす
ことで、自由に明暗を変えることが可能だ。
このフィルターの良いところはカラーデータを残したま
ま白黒の効果を加えることができるということだ。着色
効果を加えることもでき、好みの色に変えることができ
る。
RAW 現像でも白黒に変えることができるが、グレース
ケールに変わってしまうので、各色の調整はできなくな
る。データサイズは小さくなるので、好みによって使い
分けると良いだろう。
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今月の 1枚：11 月の展覧会に向けての検討用に額
縁サンプルを持参してくれたＩＦ会員

モノクロ画像の調整について解説する平野正志講師
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「白黒」変換ではカラーデータを持ったまま白黒に表示されるので、それぞれのカラー（ＲＧＢＹＭＣ）について微

調整できる。それぞれの色の要素で明暗を +- 調整することで必要な部分の明暗を微調整できる。

プリセットには白黒フィルム用のフィルターと同じように、NDフィルター、イエローフィルター、グリーンフィル

ター、ブルーフィルター、レッドフィルター、赤外線、そのほかにハイコンブルー、ハイコンレッド、ホワイト最大、

ブラック最大などのフィルターが用意されて明暗を調整することができる。

通常の白黒フィルム用フィルターもあれば、特殊フィルターもある。

それぞれのフィルターの効果を、上記チャート付き画像で変換してみてカラーがどのように白黒に変換されるか検証

した。

画像にカラー円環チャートを張り付ける。

同じチャートをもう一枚下に重ねて張り付け

る。上のチャートは画像とレイヤー統合し下の

チャートは独立したレイヤーとする。

画像に張り付けたチャートは画像とともに白黒

変換し、白黒画像とする。

独立したレイヤーとしてのカラーチャートは、

白黒レイヤーの上に置くことで白黒変換されず

にカラーのまま残る。

色調補正の「白黒」を検証する


